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番号 号数 年 月号 頁 タ イ ト ル 著  者 訳 者 キーワード 部 門 備 考

1 1 2006 1 1 邦域協会再建趣旨　クリスマス会議の意味について 上松 佑二 総会

4 1 2006 1 3 〈個別部門から〉精神科学自由大学の社会科学部門の担当を引き受けるに当って村上啓二 総会 社会科学

5 1 2006 1 4 〈支部の活動から〉再建総会に参加する意味 松川信康 総会 支部

6 1 2006 1 5 再建総会を終えて 上松 佑二 総会

8 2 2006 2 1 精神科学自由大学とは何か 上松 佑二 寄稿 精神科学自由大学

9 2 2006 2 3 支部になぜ精神科学自由大学が必要なのか 村上啓二 寄稿 精神科学自由大学 支部

10 2 2006 2 5 会費納入のお願い 吉野一恵 インフォメーション

11 2 2006 2 6 再建事務局よりごあいさつ 安部由美子 インフォメーション

13 3 2006 3 1 定礎の言葉のメディテーション 上松 佑二 寄稿

14 3 2006 3 3 オイリュトミーハウス誕生のお知らせ 上松恵津子 報告

15 3 2006 3 5 ゲーテアヌム精神科学自由大学普遍アントロポゾフィー部門第一クラス受入条件 上松 佑二 精神科学自由大学

17 3 2006 3 11 ゲーテアヌム青年部門からの御案内 友正剛 インフォメーション青年

19 4 2006 4 1 復活祭を迎えて 上松 佑二 祝祭（復活祭）

20 4 2006 4 4 造形芸術部門の課題と展望 石川 恒夫 総会 造形芸術

21 4 2006 4 7

２００６年度日本アントロポゾフィー協会

総会に向けて〈一年の巡りー心臓思考への発展への道ー〉 上松 佑二 年次テーマ

24 5 2006 5 1 聖霊降臨祭を迎えて 上松 佑二 祝祭（聖霊降臨祭）

25 5 2006 5 3 アントロポゾフィー協会のカルマ 上松 佑二 アントロポゾフィー協会

27 5 2006 5 7 ゲーテアヌムからの御案内 インフォメーション

28 6 2006 6 1 ヨハネ祭を迎えて 上松 佑二 祝祭（ヨハネ祭）

29 6 2006 6 4 ２００６年総会報告（１） 安部由美子 総会

30 6 2006 6 5 ドルナッハからの報告 上松 佑二 総会

32 7 2006 7 1 年次テーマ〈一年の巡りー心臓思考発展への道〉（総会記念講演要旨） 上松 佑二 年次テーマ

33 7 2006 7 3 部門報告　その１　普遍アントロポゾフィー部門 上松 佑二 総会

34 7 2006 7 4 部門報告　その２　音楽朗唱芸術部門 上松恵津子 総会 音楽・朗唱

35 7 2006 7 5 部門報告　その３　造形芸術部門 石川 恒夫 総会 造形芸術

36 7 2006 7 6 青年精神活動部門のためにー準備会発足にあたり 安部由美子 報告 青年

37 7 2006 7 7 支部報告　九州マルコ支部から 吉川順・村上啓二 支部報告

38 7 2006 7 8 大阪アントロポゾフィーハウスから 松川信康 支部報告

39 7 2006 7 8 人と人との巡りを思うー２００６年度総会に参加して 小野寺睦美 総会

40 7 2006 7 9 協会の活動計画 石川恒夫・上松 佑二 総会

43 8 2006 9 1 ミヒャエル祭を迎えて 上松 佑二 祝祭（ミヒャエル祭）

44 8 2006 9 4 総会　シンポジウム・交流会　概要 総会

46 9 2006 10 1 天使の知らせ レックス・ラーブ 上松 佑二

エンゲンベルク　

２００３年７月１

47 9 2006 10 2 クリスチャン・ローゼンクロイツについて 上松 佑二 寄稿

48 9 2006 10 5 青年部門準備会　夏の報告 安部由美子 報告 青年

51 9 2006 10 7 日本アントロポゾフィー協会ホームページについて 小野寺睦美 インフォメーション

52 10 2006 11 1 １９２３年クリスマス会議・前夜 上松 佑二 寄稿

53 10 2006 11 4 青年部門準備会・夏の報告　その２ 安部由美子 報告 青年

56 11 2006 12 1 クリスマスを迎えて 上松 佑二 祝祭（クリスマス祭）

57 11 2006 12 4 若い人々へ語る（前半）１９２４年７月２０日　アルンハイム・オランダ ルドルフ・シュタイナー 松川信康 青年

58 11 2006 12 7 治療教育国際会議に参加して 脇坂安郎 報告 教育
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59 11 2006 12 9 アントロポゾフィーゼミナールに参加して 小野寺睦美 講座報告

61 11 2006 12 11 事務局より 安部由美子 インフォメーション

62 12 2007 1 1 クリスマス会議開会講演（１）ドルナッハ　１９２３年１２月２４日 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二 ★

63 12 2007 1 3 若い人々へ語る（後半）１９２４年７月２０日　アルンハイム・オランダ ルドルフ・シュタイナー 松川信康 青年

64 12 2007 1 9 一年を振り返って　アントロポゾフィー協会の未来　２００７年１月７日シンポジウム石川 恒夫 報告

松川信康氏の

メッセージ収録

65 12 2007 1 11 アントロポゾフィー・ゼミナール・レポート　「自由の哲学」の講義を受けて 渡辺志保 講座報告

66 12 2007 1 13 アジア太平洋会議開催のお知らせ インフォメーション

68 12 2007 1 15 事務局より・青年部門準備会より インフォメーション青年

69 13 2007 3 1 クリスマス会議開会講演（２）ドルナッハ　１９２３年１２月２４日 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二 ★

70 13 2007 3 3 復活祭によせて 石川 恒夫 祝祭（復活祭）

71 13 2007 3 5 2007/08年間テーマ〈瞑想的・芸術的訓練による心臓思考への道〉 ミヒャエラ・グレックラー上松 佑二 年次テーマ

72 13 2007 3 7 「青年精神活動部門」の課題 上松 佑二 寄稿 青年

73 13 2007 3 9 青年部門準備会・夏報告　その３ 安部由美子 報告 青年

74 13 2007 3 11 『魂の暦』を読み解く　第１回　ー第１週（復活祭）と第５２週（復活祭前の週）の呼吸ー吉野一恵 寄稿 美文学 第１週、第５２週

77 14 2007 5 1 クリスマス会議開会講演（３）ドルナッハ　１９２３年１２月２４日 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二 ★

78 14 2007 5 3 聖霊降臨祭に寄せて 石川 恒夫 祝祭（聖霊降臨祭）

79 14 2007 5 5 ２００７年度年間テーマ「瞑想的・芸術的訓練による心臓思考への道」と薔薇十字神秘劇上松 佑二 年次テーマ

80 14 2007 5 7 『魂の暦』を読み解く　第２回　ー聖霊降臨祭の気分における「魂の力の献身」ー吉野一恵 寄稿 美文学

第８週、第９週、

第１０週

82 14 2007 5 11 Goetheanumからのご案内 インフォメーション

83 14 2007 5 11 青年部門準備会より 安部由美子 報告 青年

84 15 2007 7 1 クリスマス会議開会講演（４）ドルナッハ　１９２３年１２月２４日 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二 ★

85 15 2007 7 3 『魂の暦』を読み解く　第３回　ーヨハネ祭の気分における自我の道ー 吉野一恵 寄稿 美文学

第１１週、第１２

週、

86 15 2007 7 5 ドルナッハの総会からの報告 上松 佑二 総会

87 15 2007 7 7 日本アントロポゾフィー協会２００６年度活動報告及び２００７年度活動計画 上松 佑二 総会

88 15 2007 7 9 ２００６年度会計報告・監査報告 石岡直美 総会

89 15 2007 7 10 ２００７年度予算案 吉野一恵 総会

90 15 2007 7 11 ヨハネ祭について 上松恵津子 祝祭（ヨハネ祭）

91 15 2007 7 11 〈ミヒャエルー大学会議〉についてのお知らせ 上松 佑二 インフォメーション

92 15 2007 7 12 造形芸術部門　活動報告・活動予定 石川 恒夫 総会 造形芸術

94 15 2007 7 15 事務局報告 安部由美子 報告

96 16 2007 9 1 普遍アントロポゾフィー協会と日本アントロポゾフィー協会について

上松恵津子

クリストープ・雄峰・ アントロポゾフィー協会

97 16 2007 9 2 ミヒァエル祭について 上松恵津子 祝祭（ミヒャエル祭）

98 16 2007 9 3 クリスマス会議開会講演（５）ドルナッハ　１９２３年１２月２４日 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二 ★

99 16 2007 9 5 『魂の暦』を読み解く　第４回　ーミヒャエル祭の気分における自然精神の認識ー吉野一恵 寄稿 美文学 第２５週、第２６週

100 16 2007 9 7 ２００６年度九州マルコ支部活動報告 上澤裕一 支部報告

101 16 2007 9 8 大阪アントロポゾフィーハウス支部　報告 松川信康 支部報告

102 16 2007 9 9 北海道からの報告 萩原亮一 支部報告

103 16 2007 9 10 青年部門準備会報告 安部由美子 報告 青年

104 16 2007 9 11 報告：ドイツのヴァルドルフ教育の現場から：考える力を育てる 森尾朋子 報告 教育

106 16 2007 9 15 クリスマス会議：１９０７年ミュンヘン会議１００周年記念会議 インフォメーション

108 17 2007 11 1 クリスマス祭について 上松恵津子 祝祭（クリスマス祭）

109 17 2007 11 3 クリスマス会議開会講演（６）ドルナッハ　１９２３年１２月２４日 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二 アントロポゾフィー協会 ★

2
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110 17 2007 11 5

ミヒァエルの作用とアーリマンの作用における宇宙思考　

ゲーテアヌム　１９２４年１１月１６日 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

ゲーテアヌム・

ミヒァエル会議・

基礎文献　S.114-

111 17 2007 11 8 ２００６年度　朗唱・音楽芸術部門報告 上松恵津子 総会 音楽・朗唱

112 17 2007 11 9 『魂の暦』を読み解く　第５回 吉野一恵 寄稿 美文学

第３７週、第３８

週、

113 17 2007 11 11 ミュンヘン会議１００周年に寄せて 石川 恒夫 寄稿

115 17 2007 11 15 事務局より 小川陽子 インフォメーション

116 18 2008 1 1 クリスマスからエピファニアスまで 上松恵津子 祝祭（クリスマス祭）

117 18 2008 1 3 クリスマス会議開会講演（７）ドルナッハ　１９２３年１２月２４日 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二 アントロポゾフィー協会 ★

118 18 2008 1 5 ローゼンクロイツァーの秘儀 上松 佑二 寄稿

119 18 2008 1 8 ミュンヘン会議１００周年に寄せて（２） 石川 恒夫 寄稿

120 18 2008 1 9 『魂の暦』を読み解く　第６回　ー魂の暦の「骨格」についてー 吉野一恵 寄稿 美文学 全体の構成

121 18 2008 1 11 アントロポゾフィー・ゼミナール集中講義へのご案内ーゲーテアヌム・部門代表を迎えてー インフォメーション

124 19 2008 3 1 受難の時と復活祭について 上松恵津子 祝祭（復活祭）

125 19 2008 3 3 １９２３年クリスマス会議ーミヒァエルとクリスチャン・ローゼンクロイツー（１）上松 佑二 寄稿

126 19 2008 3 5 『魂の暦』を読み解く　第７回　ー「光の本質の力」についてー 吉野一恵 寄稿 美文学

第５週、第２２

週、第３１週、第

127 19 2008 3 7 2008/09年ゲーテアヌム　年次テーマ ハインツ・ツィマーマン （明記なし） 年次テーマ 上松佑二氏訳？

128 19 2008 3 9

ルドルフ・シュタイナーによる普遍アントロポゾフィー協会定礎式（１）

１９２３年１２月２３日午前１０時 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二 アントロポゾフィー協会 ★

129 19 2008 3 12 ゲーテアヌム精神科学自由大学　造形芸術部門から 石川 恒夫 インフォメーション造形芸術

132 20 2008 5 1 昇天と聖霊降臨について 上松恵津子 祝祭（聖霊降臨祭）

133 20 2008 5 3 ルドルフ・シュタイナーによる普遍アントロポゾフィー協会定礎式（２）１９２３年１２月２３日午前１０時ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二 アントロポゾフィー協会 ★

134 20 2008 5 6 精神科学自由大学部門活動について（連載　その１）普遍アントロポゾフィー部門ハインツ・ツィンマーマン石川 恒夫 精神科学自由大学 ★

135 20 2008 5 7 １９２３年クリスマス会議ーミヒャエルとクリスチャン・ローゼンクロイツー（２）上松 佑二 寄稿

136 20 2008 5 11 『魂の暦』を読み解く　第８回　ー「警告」、魂の危機とその救済ー 吉野一恵 寄稿 美文学

第７週、第２０

週、第３３週、

第４６週

139 21 2008 7 1 ヨハネ祭の頃 上松恵津子 祝祭（ヨハネ祭）

140 21 2008 7 3 ２００８年日本アントロポゾフィー協会（再建）総会報告（１） 理事会 総会

141 21 2008 7 4 年次テーマ「心臓文化への修行の道」（１） 上松 佑二 年次テーマ

142 21 2008 7 6 ドルナッハの総会からの報告 上松 佑二 総会

143 21 2008 7 7 ２００７年度活動報告及び２００８年度活動計画 上松 佑二 総会

147 21 2008 7 12 精神科学自由大学部門活動について（連載　その２）自然科学部門 ヨハネス・キュール 石川 恒夫 精神科学自由大学 ★

148 21 2008 7 15 『魂の暦』を読み解く　第９回　ー「自我と宇宙精神性」ー 吉野一恵 寄稿 美文学

第３週、第２４

週、第２９週、

第５０週

150 21 2008 7 19 ドイツからのお便りー障碍児教育に心を寄せる皆様へー

森尾敦子

松田仁 インフォメーション

152 22 2008 9 1 ミヒャエル祭の頃 上松恵津子 祝祭（ミヒャエル祭）

153 22 2008 9 3 年次テーマ「心臓文化への修行の道」（２） 上松 佑二 年次テーマ

154 22 2008 9 5 総会シンポジウム「アントロポゾフィー協会の課題」報告 吉野一恵 アントロポゾフィー協会

155 22 2008 9 6 朗唱・音楽芸術部門の報告 上松恵津子 報告 音楽・朗唱

156 22 2008 9 6 造形芸術部門の報告 石川 恒夫 報告 造形芸術

157 22 2008 9 7 支部報告（その１）九州マルコ支部 村上啓二 支部報告

158 22 2008 9 8 支部報告（その２）大阪アントロポゾフィーハウスからの報告 松川信康 支部報告
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『アントロポゾフィア』 総目録.xls

159 22 2008 9 9 精神科学自由大学部門活動について（連載　その３）数学・天文学部門 オリヴァー・コンラート 石川 恒夫 精神科学自由大学 ★

160 22 2008 9 11 『魂の暦』を読み解く　第１０回　ー「魂の力」ー 吉野一恵 寄稿 美文学

第４週、第２３

週、第３０週、

第４９週

163 23 2008 11 1 ー秋の終りの頃ー 上松恵津子 祝祭（ミヒャエル祭）

164 23 2008 11 3 年次テーマ「心臓文化への修行の道」（３） 上松 佑二 年次テーマ

165 23 2008 11 5

「ゲーテの色彩学」ー虹、ハロー、暈、光環、薄明減少など、空に生まれる色

彩現象から学ぶゲーテの色彩論ー 井出芳弘 講座報告 自然科学

ヨハネス・キュー

ルさん

166 23 2008 11 7 「知性の運命のためにーミヒャエルと“心臓思考”」をテーマに　ヨハネス・キュールさん長崎講演報告下坂美紀 講座報告 自然科学

167 23 2008 11 8 精神科学自由大学部門活動について（連載　その４）医学部門 ミヒャエラ・グレックラー石川 恒夫 精神科学自由大学 ★

168 23 2008 11 11 『魂の暦』を読み解く　第１１回　ー「自己の確立」ー 吉野一恵 寄稿 美文学

第６週、第２１

週、第３２週、

第４７週

171 24 2009 1 1 ーエピファニアスに向ってー 上松恵津子 祝祭（クリスマス祭）

172 24 2009 1 3 アジアから見たアメリカ大陸の精神的基盤　メデジン・コロンビア　２００８年７月６日上松 佑二 講演抄録

第４回パン・アメ

リカン・アントロ

ポゾフィー会議

173 24 2009 1 7 ヴァルドルフ教育のダイナミズムの体現 石岡直美 講座報告 数学・天文学

ゲオルグ・グレッ

クラー氏の講座座

174 24 2009 1 8 精神科学自由大学部門活動について（連載　その５）農業部門 ニコライ・フックス 石川 恒夫 精神科学自由大学 ★

175 24 2009 1 11 『魂の暦』を読み解く　第１２回　ー「与えられるものと求められるもの」ー 吉野一恵 寄稿 美文学

第２週、第２５

週、第２８週、

第５１週

178 25 2009 3 1 信の特性について 上松恵津子 祝祭

179 25 2009 3 3 アントロポゾフィー協会の原像 上松 佑二 アントロポゾフィー協会

２００９年１月１

１日

180 25 2009 3 6 ミヒャエラ・グレックラーさんの“アントロポゾフィーと医学”を受講して 浦尾弥須子 講座報告 医学

181 25 2009 3 8 精神科学自由大学部門活動について（連載　その６）教育部門 クリストフ・ヴィーヒェルト石川 恒夫 精神科学自由大学 ★

182 25 2009 3 10 アジア・太平洋・アントロポゾフィー会議（フィリピン）、アジア・ヴァルドルフ教員会議　案内 インフォメーション

183 25 2009 3 11 『魂の暦』を読み解く　第１３回　ー「自然と精神」ー 吉野一恵 寄稿 美文学

第１週、第２６

週、第２７週、

第５２週

186 26 2009 5 1 復活から昇天までの４０日間 上松恵津子 祝祭（復活祭）

187 26 2009 5 3 第二神秘劇《魂の試練》について 上松 佑二 寄稿 美文学

188 26 2009 5 6 ニコライ・フックスさんの“アントロポゾフィーと農業”を受講して キャンベルこのみ 講座報告 農学

王バイオダイナ

ミック・ファーム

の紹介文あり

189 26 2009 5 9 精神科学自由大学部門活動について（連載　その７）朗唱・音楽芸術部門 ヴェルナー・バルフォード石川 恒夫 精神科学自由大学 ★

190 26 2009 5 11 『魂の暦』を読み解く　第１４回　ー「精神の贈り物」ー 吉野一恵 寄稿 美文学

第１４週、第１５

週、

193 27 2009 7 1 一年を巡る祝祭について（前半） 上松恵津子 祝祭

194 27 2009 7 3 ２００９年日本アントロポゾフィー協会（再建）総会報告（１） 総会

195 27 2009 7 4 ２００９年度年次テーマ「発展と変容の認識器官としての心臓思考」（１） 上松 佑二 年次テーマ

196 27 2009 7 5 ドルナッハの総会からの報告 上松 佑二 総会

197 27 2009 7 6 ２００８年度活動報告 上松 佑二 総会

198 27 2009 7 7 ２００９年度活動計画 上松 佑二 総会

201 27 2009 7 10 第二神秘劇「魂の試練」（２） 上松 佑二 寄稿

204 28 2009 9 1 一年を巡る祝祭について（後半） 上松恵津子 祝祭
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205 28 2009 9 3 ２００９年度年次テーマ「発展と変容の認識器官としての心臓思考」（２） 上松 佑二 年次テーマ

206 28 2009 9 5 アントロポゾフィー医学のための医師会　活動報告 山本忍 報告 医学

207 28 2009 9 5 九州マルコ支部活動報告「ゲーデルとシュタイナー」 上澤裕一 支部報告

208 28 2009 9 7 〈支部報告〉大阪アントロポゾフィーハウス 松川信康 支部報告

209 28 2009 9 8 第二神秘劇「魂の試練」（３） 上松 佑二 寄稿 美文学

210 28 2009 9 11 『魂の暦』を読み解く　第１５回　ー「宇宙の言葉の種」ー 吉野一恵 寄稿 美文学

第１７週、第１８

週、

213 29 2009 11 1 光の柱についてーアドヴェントへ向けてー 上松恵津子 祝祭（クリスマス祭）

214 29 2009 11 3 朗唱・音楽芸術部門から 上松恵津子 報告 音楽・朗唱

215 29 2009 11 3 （…上松恵津子さんにおたずねしました） 上松恵津子 インタヴュー

216 29 2009 11 5 「年次テーマ・発展と変容の認識器官としての心臓思考」（３） 上松 佑二 年次テーマ

217 29 2009 11 7 アントロポゾフィー・ゼミナール（２００６〜２００９）を受講して 森田修 講座報告

218 29 2009 11 9 精神科学自由大学部門活動について（連載　その８）美学部門 マルティナ・マリア　サム石川 恒夫 精神科学自由大学 ★

219 29 2009 11 11 『魂の暦』を読み解く　第１６回　ー「社会的人生の形成への歩み」ー 吉野一恵 寄稿 美文学

第３４週、第３５

週、

222 30 2010 1 1 思い出が導くものー聖十三夜ー 上松恵津子 祝祭（クリスマス祭）

223 30 2010 1 3 第五福音書について（１） 上松 佑二 寄稿

224 30 2010 1 5 第三神秘劇『敷居の守護者』（１） 上松 佑二 寄稿 美文学

225 30 2010 1 7 『魂の暦』を読み解く　第１７回　ー「愛の啓示」ー 吉野一恵 寄稿 美文学

第４０週、第４１

週、

226 30 2010 1 9 精神科学自由大学部門活動について（連載　その９）青年部門 エリザベス・ヴィルシンク石川 恒夫 精神科学自由大学 ★

227 30 2010 1 12 ドイツ・シュトゥットガルト支部のためのルドルフ・シュタイナーの言葉 ルドルフ・シュタイナー （明記なし） 上松佑二氏訳？

230 31 2010 3 1 私は　精神への道の途上にいる（私自身への） 上松恵津子 祝祭

231 31 2010 3 3 第五福音書について（２） 上松 佑二 寄稿

232 31 2010 3 5 第三神秘劇『敷居の守護者』（２） 上松 佑二 寄稿 美文学

233 31 2010 3 7 『魂の暦』を読み解く　第１８回（最終回）　ー「思考の創造的意志」ー 吉野一恵 寄稿 美文学

第４３週、第４４

週、

234 31 2010 3 9 精神科学自由大学部門活動について（連載　その１０）社会科学部門 パウル・マッカイ 石川 恒夫 精神科学自由大学 ★

235 31 2010 3 11 ゲーテアヌムからのお知らせ インフォメーション

236 31 2010 3 12 固有の空間を求めてー第一報ー　日本アントロポゾフィー協会（再建）会員の皆様へ　２０１０年２月運営会／理事会 報告

237 31 2010 3 12 奇跡の共同体　セケムで社会オイリュトミー 関倫尚 寄稿 社会科学 音楽・朗唱

240 32 2010 5 1 私は　精神への　私自身への　道の途上にいる（その２） 上松恵津子 祝祭

241 32 2010 5 3 日本の民族精神（１） 上松 佑二 寄稿

242 32 2010 5 5 第三神秘劇『敷居の守護者』（３） 上松 佑二 寄稿 美文学

243 32 2010 5 7 シュタイナー治療教育のパノラマ（その１） 脇坂安郎 寄稿 教育

244 32 2010 5 9 精神科学自由大学部門活動について（連載　その１１）造形芸術部門 ウルスラ・グルーバー 石川 恒夫 精神科学自由大学 ★

245 32 2010 5 12 スウェーデン・アントロポゾフィー協会代表　マツ・オラ・オルソン氏を迎えて石川 恒夫 講演報告

248 33 2010 7 1 私は　精神への　私自身への　道の途上にいる（その３） 上松恵津子 祝祭（

249 33 2010 7 3 日本の民族精神（２） 上松 佑二 寄稿

250 33 2010 7 5 第三神秘劇『敷居の守護者』（４） 上松 佑二 寄稿 美文学

251 33 2010 7 7 シュタイナー治療教育のパノラマ（その２） 脇坂安郎 寄稿 教育

252 33 2010 7 10 ２０１０年日本アントロポゾフィー協会（再建）総会報告 理事会 総会

253 33 2010 7 11 ２０１０年度年次テーマ「エーテル的キリストの時代における自我の運命」（１）上松 佑二 年次テーマ

254 33 2010 7 13 ドルナッハからの報告　２０１０年 上松 佑二 総会

255 33 2010 7 14 ２００９年度活動報告・２０１０年度活動予定 上松 佑二 総会

259 34 2010 9 1 ミヒァエル祭に向かって 上松恵津子 祝祭（ミヒャエル祭）
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260 34 2010 9 3 第三神秘劇『敷居の守護者』（５） 上松 佑二 寄稿

261 34 2010 9 6 シュタイナー治療教育のパノラマ（その３） 脇坂安郎 寄稿 教育

262 34 2010 9 9 ２０１０年度年次テーマ「エーテル的キリストの時代における自我の運命」（２）上松 佑二 年次テーマ

263 34 2010 9 11 日本アントロポゾフィー医学のための医師会　活動報告 山本忍 報告 医学

264 34 2010 9 11 九州マルコ支部　活動報告 豊福理枝 支部報告

265 34 2010 9 12 大阪アントロポゾフィーハウス 松川信康 支部報告

268 35 2010 11 1 マリー・シュタイナーに　　　　　　　　１９２２年１２月２５日 ルドルフ・シュタイナー （明記なし） 上松佑二氏訳？

269 35 2010 11 2 宇宙の冬の夜の中で 上松恵津子 祝祭（クリスマス祭）

270 35 2010 11 5 シュタイナー治療教育のパノラマ（その４） 脇坂安郎 寄稿 教育

271 35 2010 11 8 ２０１０年度年次テーマ「エーテル的キリストの時代における自我の運命」（３）上松 佑二 年次テーマ

272 35 2010 11 10 〈ルドルフ・シュタイナー生誕１５０周年記念行事〉 インフォメーション

275 36 2011 1 1 私たち、現代の人間は　　　　　　　　１９２３年１０月２１日 ルドルフ・シュタイナー （明記なし）

276 36 2011 1 2 〈ルドルフ・シュタイナー生誕１５０周年記念行事〉 インフォメーション

277 36 2011 1 3 小宇宙はひとつの星 上松恵津子 祝祭

278 36 2011 1 5 ２０１０年度年次テーマ「エーテル的キリストの時代における自我の運命」（４）上松 佑二 年次テーマ

279 36 2011 1 7 精神科学自由大学とアントロポゾフィー運動（連載　その１２） ボドー・フォン・プラトー石川 恒夫 精神科学自由大学 ★

280 36 2011 1 10 造形芸術部門年報（クライス）第２号　発刊 石川 恒夫 インフォメーション造形芸術

281 36 2011 1 11 第四神秘劇「魂の目覚め」（１） 上松 佑二 寄稿 美文学

284 37 2011 3 1 大いなる試練ー東北関東大震災 上松 佑二 寄稿

285 37 2011 3 2 魂の奥、精神の根底で思考するとき、人はエーテル界にいる 上松恵津子 祝祭

286 37 2011 3 5 精神科学自由大学の特徴（連載　その１３） ハインツ・ツィンマーマン石川 恒夫 精神科学自由大学 ★

287 37 2011 3 10 第四神秘劇「魂の目覚め」（２） 上松 佑二 寄稿 美文学

290 38 2011 5 1 ルドルフ・シュタイナー生誕１５０周年と今日 上松 佑二 講演抄録

292 38 2011 5 6 アントロポゾフィー医学 山本忍 講演抄録 医学

293 38 2011 5 7 エーテル界の中の「自我の光」 上松恵津子 祝祭

294 38 2011 5 9 ４月３日　オープンハウス報告 上澤裕一 報告

295 38 2011 5 11 第四神秘劇「魂の目覚め」（３） 上松 佑二 寄稿

298 39 2011 7 1 ドルナッハからの報告 上松 佑二 総会

299 39 2011 7 2 ２０１１年度年次テーマ「アントロポゾフィーー現代のローゼンクロイツァー」（１）上松 佑二 年次テーマ

300 39 2011 7 5 色彩と共に描く行為と精神の自己教育 永野裕子 講演抄録 造形芸術

301 39 2011 7 7 東洋と西洋の自我のあり方と、交互の尊重と学びによって生まれるキリスト的意識アルトハウス純子 寄稿

302 39 2011 7 9 盛夏の中で 上松恵津子 祝祭

303 39 2011 7 11 第四神秘劇「魂の目覚め」（４） 上松 佑二 寄稿 美文学

306 40 2011 9 1 ミヒャエルの季節に向かって 上松恵津子 祝祭（ミヒャエル祭）

307 40 2011 9 3 ２０１１年度年次テーマ「アントロポゾフィーー現代のローゼンクロイツァー」（２）上松 佑二 年次テーマ

308 40 2011 9 5 ２０１０年度活動報告・２０１１年度活動予定 石川 恒夫 総会

309 40 2011 9 7

普遍アントロポゾフィー協会ー邦域協会日本　支部報告（大阪アントロポゾ

フィーハウス・九州マルコ支部）

松川信康

永野倉代 支部報告

310 40 2011 9 8 第四神秘劇「魂の目覚め」（５） 上松 佑二 寄稿 美文学

311 40 2011 9 11 芸術の使命ー「仕事のために必要な感情」とは 石川 恒夫 講演抄録 造形芸術

314 41 2011 11 1 ゲーテアヌム前理事　ハインツ・ツィンマーマン博士追悼 邦域協会日本　理事会 追悼

315 41 2011 11 2 ２０１１年度年次テーマ「アントロポゾフィーー現代のローゼンクロイツァー」（３）上松 佑二 年次テーマ

316 41 2011 11 5 冬の顔 上松恵津子 祝祭（クリスマス祭）

317 41 2011 11 7 アントロポゾフィー・ゼミナール：ニコライ・フックス氏による農業講座報告 下坂美紀 講座報告 農学
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318 41 2011 11 9 ニコライ・フックスさん訪問記

ベン・キャンベル

キャンベルこのみ 報告 農学

319 41 2011 11 11

「ルドルフ・シュタイナー生誕１５０周年記念行事」によせて（書面報告）

京田辺シュタイナー学校・四国アントロポゾフィークライス

京田辺シュタイナー学校　

教職員・保護者一同

竹下哲生 報告

321 41 2011 11 15 臨時総会（９月１１日（日）13:30-15:00　於オイリュトミーハウス）のご報告 石岡直美 総会

323 42 2012 1 1 マリー・シュタイナーに　　　　　　　　１９２２年１２月２５日 ルドルフ・シュタイナー （明記なし） 再録（No.35）

324 42 2012 1 2 宇宙から地球に降りてくる光 上松恵津子 祝祭

325 42 2012 1 3 四つの神秘劇（１） 上松 佑二 寄稿 美文学

326 42 2012 1 5 アントロポゾフィー・ゼミナール：ゲオルグ・グレックラー氏による天文・数学講座報告入間カイ 講座報告 数学・天文学

327 42 2012 1 8 有機的建築ー過去・現在・未来 ピーター・ファン・デア・レー石川 恒夫 造形芸術

330 43 2012 3 1 宇宙から地球に降りてくる光（２） 上松恵津子 祝祭？

331 43 2012 3 3 第２回オープンハウス報告 山際勇起 報告

332 43 2012 3 5 クリスマス講演　２０１１年１２月２４日 下坂美紀 祝祭（クリスマス祭）

333 43 2012 3 8 チェルノブイリ原発事故から２５年を経て 安部由美子 寄稿

334 43 2012 3 10 アントロポゾフィー・ゼミナール：ミヒャエラ・グレックラーさんの「アントロポゾフィーと医学」講座報告関矢ひとみ 講座報告 医学

337 44 2012 5 1 自分のアストラル（魂）体の形姿と向き合う 上松恵津子 祝祭？

338 44 2012 5 3 四つの神秘劇（２） 上松 佑二 寄稿 美文学

339 44 2012 5 5

ヨハネス・キュール特別講演会　

福島と放射能、私たちの運命ー物理学的知識と精神的視点 石川 恒夫 講座報告 自然科学

340 44 2012 5 7 アントロポゾフィー・ゼミナール：ヨハネス・キュールさんの「エレメントとエーテルの種類」報告上澤裕一 講座報告 自然科学

341 44 2012 5 11 精神科学自由大学　第一クラス（連載　その１４）

ヨハネス・キュール

セルゲイ・プロコフィエ

フ 石川 恒夫 精神科学自由大学 ★

344 45 2012 7 1 現代人にとっての精神界に通じる門 上松恵津子 祝祭

345 45 2012 7 3 「アントロポゾフィー協会のアイデンティティ」（１） 上松 佑二 年次テーマ

346 45 2012 7 5 ドルナッハからの報告 上松 佑二 総会

347 45 2012 7 6 ２０１１年度活動報告・２０１２年度活動予定 石川 恒夫 総会

349 45 2012 7 9 内部被曝の特徴とフクシマ以後の世界 村上啓二 講演抄録 社会科学

352 45 2012 7 15 〈ゲーテアヌム精神科学自由大学ミヒャエル祭会議〉のお知らせ インフォメーション

353 46 2012 9 1 咽頭部という境界 上松恵津子 寄稿

354 46 2012 9 3 「アントロポゾフィー協会のアイデンティティ」（２） 上松 佑二 年次テーマ

355 46 2012 9 5 四つの神秘劇（３） 上松 佑二 寄稿 音楽・朗唱

356 46 2012 9 7 精神科学自由大学　普遍アントロポゾフィー部門の課題（連載　その１５）

ハインツ・ツィンマーマ

ン

ヴァージニア・シース

セルゲイ・プロコフィエ

フ 石川 恒夫 精神科学自由大学 ★

359 46 2012 9 15 私たちに暖かい支援を届けてくださり、ありがとうございました。 阿部智明 報告 教育

ねっこぼっこ園

宮城）

360 47 2012 11 1 クレド　個と全体 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二 １８８８年

361 47 2012 11 3 「神的創造の原理」について 上松恵津子 祝祭（・・

362 47 2012 11 5

〈オイリュトミー生誕１００周年に寄せて〉

『ハレルヤ』「私は、私をいと高き者への眼差しから遮るもの全てから浄化さ 吉野一恵 寄稿 音楽・朗唱

363 47 2012 11 7 癒すこと、赦すことについて 安部由美子 寄稿
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364 47 2012 11 9

九州マルコ支部　アントロポゾフィー公開講座

認識論〜『ゲーテ的世界観の認識論要綱』から『自由の哲学』へ　開催報告 越睦美 支部報告

365 47 2012 11 10 精神科学自由大学　会員になることー学びーコンタクト（連載　その１６） ロビン・シュミット 石川 恒夫 精神科学自由大学 ★

368 48 2013 1 1 ミヒャエル時代の開始に　１９２４年８月１７日 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二 S.59-62

369 48 2013 1 3 日常性を越えていく魂の活動 上松恵津子 祝祭？

370 48 2013 1 5 報告：２０１２年ミヒャエル祭　自由大学会員の集い 入間カイ 報告

371 48 2013 1 7 精神科学自由大学のエソテリックな構成（前半）（連載　その１７） ミヒャエラ・グレック 石川 恒夫 精神科学自由大学 ★

372 48 2013 1 10

〈オイリュトミー生誕１００周年に寄せて〉

オイリュトミー生誕１００年「オイリュトミー芸術の祭り」報告 渡辺志保 報告 音楽・朗唱

373 48 2013 1 12 ゲーテアヌムからの寄付呼びかけ インフォメーション

376 49 2013 3 1 ミヒァエル時代の開始前の人間の魂の状態　１９２４年８月３１日 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二 S.65-68

377 49 2013 3 3 私たちの生命力（エーテル体）について 上松恵津子 寄稿 音楽・朗唱

378 49 2013 3 5

報告：「自由の哲学」読書会に上松佑二さんをお招きして

ぐんまルドルフ・シュタイナーハウスの活動から 後藤京子 報告

379 49 2013 3 7 報告：シュタイナー療育センター　光こども園が始まりました 森尾敦子 報告 教育

380 49 2013 3 9

ミヒャエル・デーブス氏をお迎えして　オイリュトミー・シンポジウム

「私たちの生命力をどのように守っていくかー真の癒しを求めて」の報告 樋原裕子 報告 音楽・朗唱

381 49 2013 3 11 精神科学自由大学のエソテリックな構成（後半）（連載　その１８）

ミヒャエラ・グレック

ラー 石川 恒夫 精神科学自由大学 ★

382 49 2013 3 12

ゲーテアヌムからのお知らせ

《私は自己を認識するー定礎の次元》２０１３年年次総会へのご招待 インフォメーション

385 50 2013 5 1 ミヒャエル前とミヒャエルの道　 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

S.76-81　１９２４

年

１０月１２日の日

386 50 2013 5 3 思い出（Erinnerung）について（１） 上松恵津子 祝祭（クリスマス祭）

387 50 2013 5 5 アントロポゾフィーの未来 西川隆範 寄稿

388 50 2013 5 7 日本・十勝でのアントロポゾフィー運動のための土地＋コミュニティー ベン・キャンベル キャンベルこのみ報告 農学

389 50 2013 5 10 ２０１３年度総会のご案内 インフォメーション

390 50 2013 5 11 2013/14年ゲーテアヌム　年次テーマ〈私は自己を認識するー定礎の次元〉 クリスティアーネ・ハイド上松 佑二 年次テーマ

393 50 2013 5 15 〈予告〉第一ゲーテアヌム着工１００年記念　１９１３→２０１３　展覧会へ向けて インフォメーション

394 50 2013 5 15 癒しとなるのは　　　１９２０年１１月５日 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

彫刻家エディス・

マリオンのために

395 51 2013 7 1 アーリマンの局面におけるミヒャエルの課題　１９２４年１０月１０日 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

S.82-87　原著の

ページ数を誤記？

396 51 2013 7 3 思い出（Erinnerung）について（２） 上松恵津子 祝祭（クリスマス祭）

397 51 2013 7 5 ゲーテアヌム建築の定礎式辞　序文 マリー・シュタイナー 上松 佑二 造形芸術

398 51 2013 7 6 ドルナッハ建築の定礎式辞　１９１３年９月２０日 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

399 51 2013 7 10 ゲーテアヌムでのオイリュトミー イローナ・シューベルト 吉野一恵 造形芸術 音楽・朗唱

400 51 2013 7 12 〈第一ゲーテアヌム定礎１００周年記念事業〉 インフォメーション

403 51 2013 7 14 《協会員からのご質問にお答えして》２０１３年６月１８日 西川隆範

404 51 2013 7 15 《追悼　ウルズラ・イングレット＝ギーレルト　１９２７−２０１３》 石川 恒夫 追悼 音楽・朗唱

シュタイナーの箴

言

「雲を貫き輝き出

405 52 2013 9 1 ２０１３年総会報告 下坂美紀 総会

406 52 2013 9 2 ドルナッハからの報告 上松 佑二 総会

407 52 2013 9 4 ２０１３年　年次テーマ「私は自己を認識するー定礎の次元」 上松 佑二 年次テーマ

408 52 2013 9 5 西川隆範さん追悼 上松佑二 追悼
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409 52 2013 9 6 （略伝） 西川隆範 追悼

410 52 2013 9 8 フクシマ以後の世界を生きる 村上啓二 講演抄録

411 52 2013 9 10 マグノリアの灯 山本忍 報告 医学

412 52 2013 9 12 わたしはなぜ人智学（アントロポゾフィー）を学び続けるのか？ 大村祐子 寄稿

415 53 2013 11 1 宇宙的使命を満す間のミヒャエルの経験と体験　１９２４年１０月１９日 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二 S.88-93　

416 53 2013 11 3 思い出（Erinnerung）について（３） 上松恵津子 祝祭（クリスマス祭）

417 53 2013 11 5 ２０１３年　年次テーマ「私は自己を認識するー定礎の次元」［その２］ 上松 佑二 年次テーマ

418 53 2013 11 8 内と外〜１９１３年のミカエル衝動〜 竹下哲生 講演抄録

419 53 2013 11 10 東京賢治シュタイナー学校代表　鳥山敏子さん追悼 上松 佑二 追悼

420 53 2013 11 11 東京オイリュトミーシューレについて 上松恵津子 報告 音楽・朗唱

421 53 2013 11 12 第一ゲーテアヌム定礎１００周年記念　事業報告 石川 恒夫 報告 造形芸術

424 54 2014 1 1 人類の未来とミヒャエルの働き　１９２４年１０月２５日 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二 S.94-100　

425 54 2014 1 3 光の中で宇宙の叡智が輝く 上松恵津子 祝祭（ミヒャエル祭）

426 54 2014 1 5

「社会の謎の内なる視点ールーチフェル的過去とアーリマン的未来」第三講義

（前半）　 ルドルフ・シュタイナー 吉野一恵

427 54 2014 1 10 第一ゲーテアヌム定礎１００周年記念展示会・講演会　報告 下坂美紀 報告

428 54 2014 1 11 京田辺シュタイナー学校でのパネル展 伊藤壽浩 報告

429 54 2014 1 12 九州マルコ支部　アントロポゾフィー公開講座　第３回「宇宙論」に参加して 越睦美 支部報告

433 55 2014 3 4 日本古代彫刻と生命思想 金子啓明 講演抄録 造形芸術 美文学

434 55 2014 3 6 社会の謎の内なる視点−ルーチフェル的過去とアーリマン的未来 ルドルフ・シュタイナー 吉野一恵

435 55 2014 3 11 アントロポゾフィーとの出会いから新潟の活動へ 山際勇起 寄稿

436 56 2014 5 1 光の中で宇宙の叡智が輝く（その２）〜ターナーの絵と復活祭〜 上松恵津子 祝祭（復活祭）

437 56 2014 5 3 日本滞在とターナー アンドリュー・ウォルパート浦上裕子 寄稿

438 56 2014 5 6 心のケアを必要とする子供の見方について―「子供会議」を進めるために― 三好 正人 講座抄録 教育

439 56 2014 5 10 講演会「心のケアを必要とする子供たち」を受講して 幸治 珠代 講演報告 教育

440 56 2014 5 12

普遍アントロポゾフィー協会 

年次テーマ 2014/15〈ミヒャエル的世界肯定の光の中で、私は自己を認識す 年次テーマ

441 57 2014 7 1 人間の自由の宇宙時代におけるミヒャエルの使命 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

442 57 2014 7 4 2014年 聖霊降臨祭−エル・グレコの絵画とともに− 石川 恒夫 祝祭（聖霊降臨祭）

443 57 2014 7 8 ドルナッハからの報告 上松 佑二 総会

444 57 2014 7 10 普遍アントロポゾフィー協会−邦域協会日本 2014年度総会 議事 理事会 総会

445 57 2014 7 12 アントロポゾフィーゼミナール 普遍人間学を受講して 越 睦美 講座報告

446 58 2014 9 1 ミヒャエルの作用とアーリマンの作用における宇宙思考 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

447 58 2014 9 4 2014 年 オリンピアーデの報告 上松 恵津子 報告 音楽・朗唱

448 58 2014 9 6 2014 年度 年次テーマ 上松 佑二 年次テーマ

449 58 2014 9 9 アントロポゾフィー協会の未来を考える―2014 年8 月5 日(火)の報告― 上松 恵津子 報告

450 58 2014 9 11 （再録）アントロポゾフィー協会―現代 パウル・マッカイ アントロポゾフィー協会

451 58 2014 9 12 セルゲイ・プロコフィエフ氏追悼 上松 佑二 追悼

452 59 2014 11 1

第一考察：意識魂の門の前でミヒャエルはいかに

彼の地球使命をルーチフェルの克服によって、超地上的に準備するか。 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

453 59 2014 11 5 アントロポゾフィー公開講座 第４回「歴史兆候学から読み解く21 世紀という時代」を受講して越 睦美 講座報告

454 59 2014 11 7 共同体形成へ―ＤＢ車両デザインを通して考える 石川 恒夫 寄稿 造形芸術

455 59 2014 11 12 （再録）アントロポゾフィー協会―現代 パウル・マッカイ アントロポゾフィー協会

456 60 2015 1 1 第二考察：ミヒャエルの力は意識魂の最初の発展においていかに作用するか。 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

457 60 2015 1 4 「我がこと、と思う」 大村 祐子 寄稿
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458 60 2015 1 7 「つながって、つづけて、かわる！」 宇佐美 陽一 寄稿

459 60 2015 1 9 精神科学自由大学　「会員への通信」（ルドルフ・シュタイナー）（連載 その19）ルドルフ・シュタイナー 石川 恒夫 精神科学自由大学 ★

460 60 2015 1 13 イエンス・ペータース氏追悼 石川 恒夫 追悼 造形芸術

461 61 2015 3 1 復活祭の秘蹟について 上松 佑二 祝祭（復活祭）

462 61 2015 3 3 第二考察の続き：意識魂の始まりの時代におけるミヒャエルの力の抑止と促進 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

463 61 2015 3 6 この時に協会の未来を考える 下坂 美紀 アントロポゾフィー協会

464 61 2015 3 9 「天平の輝き・阿修羅像 ―思想の受肉と造形―」 金子 啓明 講演抄録 造形芸術 美文学

465 61 2015 3 12 書籍紹介　セルゲ・プロコフィエフ『人智学とは何か』 山際 勇起 書籍紹介

466 61 2015 3 13 アントロポゾフィー協会の未来 上松 佑二

467 62 2015 5 1 2015 年/16 年 年次テーマ：世界肯定から世界連帯へ パウル・マッカイ 年次テーマ

468 62 2015 5 3 3・11 死者への祈り 上松 佑二 寄稿

469 62 2015 5 6 ドイツ、そして日本から 宇佐美 陽一 寄稿

470 62 2015 5 9 四つの祝祭のための Ｒ.シュタイナーの水彩画 Ⅰ．復活祭 永野 裕子 祝祭（復活祭） 造形芸術

471 62 2015 5 11 書籍紹介 山際 勇起 書籍紹介

472 63 2015 7 1 2015 年/16 年 年次テーマ：認識における世界肯定 ヘルムート・ゴールドマン 年次テーマ

473 63 2015 7 4 第三考察：ミヒャエルが地上に作用する前の時代の人類の発展についてのミヒャエルの苦しみルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

474 63 2015 7 7 四つの祝祭のための Ｒ.シュタイナーの水彩画 Ⅱ．ヨハネ祭と「原植物」 永野 裕子 祝祭（ヨハネ祭） 造形芸術

475 63 2015 7 8 ヨハネス・キュールさんの「アントロポゾフィーと自然科学」講座報告1 藤井 愛 講座報告 自然科学

476 63 2015 7 10 ヨハネス・キュールさんの「アントロポゾフィーと自然科学」講座報告2 山際 勇起 講座報告 自然科学

477 64 2015 9 1

普遍アントロポゾフィー協会2015 年年次テーマ：人間が自己を認識すれば、

自己は世界となる。人間が世界を認識すれば、世界は自己となる。 上松 佑二 年次テーマ

478 64 2015 9 4 ドルナッハからの報告2015 上松 佑二 総会

479 64 2015 9 6 2015 年度年次総会 報告 大村 祐子 総会

480 64 2015 9 7 アントロポゾフィー医学について 山本 忍 講演抄録 医学

481 64 2015 9 10 ゲオルグ・グレックラー氏の天文学・数学の講義を受けて 小柳 平太 講座報告 数学・天文学

482 64 2015 9 12 神秘劇会議2015　「秘儀参入の関門としての原像―個人の発展と未来の共同体」に参加して吉野 一恵 講座報告 音楽・朗唱

483 65 2015 11 1 クリスマスの考察：ロゴスの秘蹟 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

484 65 2015 11 5 ウエリ・フルター氏 講座「アントロポゾフィーと農業」（抄録） 喜多 宏文 講座報告 農学

485 65 2015 11 10 四つの祝祭のための Ｒ.シュタイナーの水彩画　Ⅲ.ミヒャエル祭と「原人間・原動物」永野 裕子 祝祭（ミヒャエル祭）造形芸術

486 65 2015 11 12 アントロポゾフィー公開講座 第5回　第一ゲーテアヌムと共同体の形成 越 睦美 講座報告

487 66 2016 1 1 四つの祝祭のための Ｒ.シュタイナーの水彩画 Ⅳ．クリスマスと「新しい命」 永野 裕子 祝祭（クリスマス祭）造形芸術

488 66 2016 1 3 芸術を通して「わたし」を知る 森本 恵己 寄稿 造形芸術

489 66 2016 1 5

アントロポゾフィー・ゼミナール集中講義

ミヒャエラ・グレックラーさんの「アントロポゾフィーと医学」講座報告 関矢 ひとみ 講座報告 医学

490 66 2016 1 10 「アントロポゾフィー日本協会（仮称）を考える連絡会」報告 山際 勇起 アントロポゾフィー協会

491 67 2016 3 1 天上の歴史、神話の歴史、地球の歴史、ゴルゴダの秘蹟 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

492 67 2016 3 5 2015 年クリスマス祭講演 イエスからキリストへ―クリスマスからエピファニアスへ石川 恒夫 祝祭（クリスマス祭）

493 67 2016 3 9 2016 年新年祭講演会 「彫刻の形と力 −運慶のまなざし・金剛峯寺八大童子像を中心にー」金子 啓明 講演抄録 造形芸術 美文学

494 67 2016 3 11

書籍紹介　ミヒャエル・デーブス『人生の危機と劇的緊張』

ベルナード・リーヴァフッド『魂の救済』 山際 勇起 書籍紹介

495 68 2016 5 1 繰返された地上生を振返って見る時、何が現れてくるか。 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

496 68 2016 5 4 2016 年復活祭講演 精神科学の使命 下坂 美紀 祝祭（復活祭）

497 68 2016 5 9 アントロポゾフィー・ゼミナール 「アントロポゾフィー協会」「精神科学自由大学」報告山際 勇起 講座報告
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498 68 2016 5 12

2016年/17年 年次テーマ：悪に直面した世界の変容と自己認識

（ゲーテアヌム指導部）

クリスティアーネ・ハイ

ト／

ボドー・フォン・プラ 年次テーマ

499 69 2016 7 1 死と新生の間に前の生涯を振返って見る時、何が現われてくるかについての考察の第一部ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

500 69 2016 7 3 2016 年聖霊降臨祭 講演　自由な個体の祝祭 山際 勇起 祝祭（聖霊降臨祭）

501 69 2016 7 6 普遍アントロポゾフィー協会 ―邦域協会日本 定例総会報告1 理事会 総会

503 69 2016 7 8 ドルナッハでの年次総会の報告 上松 佑二 総会

504 69 2016 7 10 2016年/17年 年次テーマ：悪に直面した世界の変容と自己認識 上松 佑二 年次テーマ

505 69 2016 7 13 「アントロポゾフィー日本協会（仮称）を考える連絡会」第２回会議報告 山際 勇起 アントロポゾフィー協会

506 70 2016 9 1

普遍アントロポゾフィー協会 ―邦域協会日本 定例総会報告Ⅱ

2016 年 年次テーマ「悪に直面した世界の変容と自己認識」Ⅱ 上松 佑二 年次テーマ

507 70 2016 9 4 特別講演：おひさまの丘宮城シュタイナー学園 福島 和明 講演抄録 教育

508 70 2016 9 6  2016年度ヨハネ祭講演 未来の祝祭としてのヨハネ祭 石川 恒夫 祝祭（ヨハネ祭）

509 70 2016 9 10 ヨハネの光―定例総会に参加して― 森本 恵己 総会

510 70 2016 9 11 「自由の哲学」連続講座を受講して 嶋崎 和子 講座報告

511 70 2016 9 13 不二陽子先生の思い出 越 睦美 追悼 教育

512 71 2016 11 1

死と新生の間に前の生涯を振返って見る時、

何が現われてくるかについての考察の第二部 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

513 71 2016 11 4

大分アントロポゾフィー研究会 2016年のミヒャエル祭の集い 報告

低次の自我から高次の自我へ〜資本主義の終焉と国民国家の終焉との関連で 村上 啓二 祝祭（ミヒャエル祭） 支部報告

514 71 2016 11 6 震災支援グループ「光と風」活動報告 安達 晴己 活動報告 医学？

515 71 2016 11 9 現地報告 熊本・アートアクション プロジェクト2016 宇佐美 陽一 活動報告

516 71 2016 11 12 「アントロポゾフィー日本協会（仮称）を考える連絡会」 第3回会議報告、および協会会員の皆様へ山際 勇起 アントロポゾフィー協会

517 72 2017 1 1 マクロコスモスにおいて地球とは一体何か？ ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

518 72 2017 1 3 2016年9月 ゲーテアヌム世界会議報告 石川 恒夫 報告

519 72 2017 1 6

十和田シュタイナー教育を学ぶ会 講座・ゼミナール報告

青森県で行われた「シュタイナー教育体験講座」とゼミナールについて

石澤由起子・斉下 照子・

川崎なおみ 講座報告 教育 造形芸術

520 72 2017 1 8

アントロポゾフィー連続講座−アントロポゾフィーから現代を考える−

「悪と現代（講師:上松佑二）」を聴講して 山下 茂雄 講座報告

521 72 2017 1 11 書籍紹介『子どもの歯の生え変わり―魂の発達を映し出す鏡―』 山本 勇人 書籍紹介

522 73 2017 3 1 先行する考察の光の中の眠りと目覚め ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

523 73 2017 3 3 真理と学問 ≪自由の哲学≫のための前奏（連載第1回） ルドルフ・シュタイナー 石川 恒夫

524 73 2017 3 7 「宗教的人間の理想とは何か―運慶の無着・世親像を通じて―」 金子 啓明 講演抄録 造形芸術 美文学

525 73 2017 3 10 クリスチャン・ローゼンクロイツとは誰か 上松 佑二 寄稿

526 73 2017 3 12 「アントロポゾフィー日本協会（仮称）を考える連絡会」 第4回会議のご報告と第5回会議のご案内山際 勇起 アントロポゾフィー協会

527 73 2017 3 13 アンドリュー・ウォルパート氏によるイギリスでの夏の講座のご案内 インフォメーション

528 74 2017 5 1 グノーシスとアントロポゾフィー ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

529 74 2017 5 3 復活祭の思想 上松 佑二 祝祭（復活祭）

530 74 2017 5 5 オイリュトミーに関する報告 Ⅰ 上松恵津子 報告 音楽・朗唱

531 74 2017 5 7 シュタイナー療育センターの現在と今後の活動―シュタイナー療育士養成コースの始まり― 森尾 敦子 寄稿 教育

532 74 2017 5 9

大分アントロポゾフィー研究会「聖霊降臨祭2017年の集い」に向けて

近代世界システムが破局に向かい始めた今、アントロポゾフィーを学び、深化

していくことには… 村上 啓二 祝祭（聖霊降臨祭） 支部報告
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533 74 2017 5 11

年次テーマ2017年/18年 人間の魂のための光と暖かさ、

三分節の衝動から100年後に 定礎石の瞑想によって私たちはいかに平和になれ

クリスティアーネ・ハイ

ト 年次テーマ

534 75 2017 7 1 真理と学問 ≪自由の哲学≫のための前奏（連載第2 回） ルドルフ・シュタイナー 石川 恒夫

535 75 2017 7 3 普遍アントロポゾフィー協会−邦域協会日本 2017 年度 定例総会報告Ⅰ ドルナッハからの報告2017年上松 佑二 総会

536 75 2017 7 5

2017-2018年次テーマ：“人間の魂のための光と暖かさ、三分節の衝動から100

年後に、定礎石の瞑想によって私たちはいかに平和になれるか？”　基調講演 上松 佑二 年次テーマ

537 75 2017 7 9 色彩の本質と絵画練習 安部由美子 寄稿 造形芸術

538 75 2017 7 11 《第4回「"社会イニシアティブ"世界フォーラム」へのお誘い》 小貫 大輔 インフォメーション社会科学

539 75 2017 7 13 「アントロポゾフィー日本協会（仮称）を考える連絡会」　 第5回会議のご報告と第6回会議のご案内山際 勇起 アントロポゾフィー協会

540 76 2017 9 1 人間の自由とミヒャエルの時代 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

541 76 2017 9 3

普遍アントロポゾフィー協会−邦域協会日本 2017年度 定例総会報告Ⅱ

2017年度定例総会報告 理事会 総会

543 76 2017 9 5 特別講演  「横浜シュタイナー学園の実践」 神田 昌実 講演抄録 教育

544 76 2017 9 8 総会内祝祭行事 2017年ヨハネ祭講演 上松 佑二 祝祭（ヨハネ祭）

545 76 2017 9 10 オリンピアーデの報告とオイリュトミストについて 上松恵津子 寄稿 音楽・朗唱

546 76 2017 9 12 パウル・マッカイさんの「社会有機体三分節」の講義を受講して 山際 勇起 講座報告 社会科学

547 77 2017 11 1 思考し記憶する存在として人間はどこにいるのか？ ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

548 77 2017 11 3 アントロポゾフィー芸術講座 ゲーテアヌムの色ガラスの体験講座に寄せて 石川 恒夫 講座報告 造形芸術

549 77 2017 11 5 芸術講座「色ガラスを見る・描く」に参加して 幸治 珠代 講座報告 造形芸術

550 77 2017 11 6 青く立ち上る熱から、光あふれる本物の熱へ！ 西片 彩子 支部報告

551 77 2017 11 9 神秘劇会議2017に参加して「知ることの痛み―隠された自分と出会うとは？」 吉野一恵 講座報告 音楽・朗唱

552 77 2017 11 11 精神科学自由大学医学セクション年次集会報告 安達 晴己 講座報告 医学

553 77 2017 11 13

ゲーテアヌムからのお知らせ 敷居の文化-会議「死の門と誕生の門」のご案内

《第4回「"社会イニシアティブ"世界フォーラム」について、訂正のお知ら 小貫 大輔 インフォメーション社会科学

554 78 2018 1 1 マクロコスモスの存在の中の人間 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

555 78 2018 1 4 真理と学問 ≪自由の哲学≫のための前奏（連載第3回） ルドルフ・シュタイナー 石川 恒夫

556 78 2018 1 6 芸術講座「プラトン立体を見る・描く」を受講して 山本 忍 講座報告 造形芸術

557 78 2018 1 8 エクスペリエンスの重要性について(1) 〜なぜ、エクスペリエンスを語る必要性があるのか？〜西片 彩子 支部報告

558 78 2018 1 10 「始めてみようストーリーテリング」報告 寺澤 論浩・森本 恵己 講座報告 音楽・朗唱

559 78 2018 1 12 《第4回「"社会イニシアティブ"世界フォーラム」へのお誘い》(2) 小貫 大輔 インフォメーション社会科学

560 78 2018 1 13 「アントロポゾフィー日本協会（仮称）を考える連絡会」  第6回会議のご報告と第7回会議のご案内山際 勇起 アントロポゾフィー協会

561 79 2018 3 1 世界との関係に於ける人間の感覚-と思考機構 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

562 79 2018 3 3 真理と学問 ≪自由の哲学≫のための前奏（連載第4回） ルドルフ・シュタイナー 石川 恒夫

563 79 2018 3 5 「国の芸術と個の芸術 −白鳳時代の彫刻様式」 金子 啓明 講演抄録 造形芸術 美文学

564 79 2018 3 7 日本におけるオイリュトミーについて 上松恵津子 寄稿 音楽・朗唱

565 79 2018 3 8 芸術講座「惑星封印を見る・描く―未来の形姿としての」に参加して 菊池 澄子 講座報告 造形芸術

566 79 2018 3 9 エクスペリエンスの重要性について(2) 〜なぜ、エクスペリエンスを語る必要性があるのか？〜西片 彩子 支部報告

567 79 2018 3 11

2017年/2018年 年次テーマ 

〈光と暖が自由と愛になる〉定礎石の言葉とその3つの修行について。 オーケ・ファン・デル・メイ 年次テーマ

568 80 2018 5 1 記憶と良心 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

569 80 2018 5 3 真理と学問 ≪自由の哲学≫のための前奏（連載第5回） ルドルフ・シュタイナー 石川 恒夫

570 80 2018 5 6 普遍アントロポゾフィー部門：年次テーマから年次モチーフへ  未来のための定礎石ボドー・フォン・プラトー 年次テーマ

571 80 2018 5 8 日本におけるオイリュトミーについて（日本語のオイリュトミー探究） 上松恵津子 寄稿 音楽・朗唱

572 80 2018 5 10 アントロポゾフィー芸術講座 第4回 ≪神秘劇の封印を描く≫−意志の軌道としての石川 恒夫 講座報告 造形芸術

573 80 2018 5 12 見えないイキイキした色の中に生きて 西片 彩子 支部報告
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574 80 2018 5 13

「アントロポゾフィー日本協会（仮称）を考える連絡会」 

第7回会議のご報告と日本アントロポゾフィーネットワークのご案内 山際 勇起 アントロポゾフィー協会

575 81 2018 7 1 普遍アントロポゾフィー協会 年次モチーフ2018/19 リズムと動き クリスチアーネ・ハイト 年次テーマ

576 81 2018 7 4

普遍アントロポゾフィー協会−邦域協会日本 2018年度総会 

年次テーマ基調講演 「未来のための定礎石」（光とあたたかさ） 上松 佑二 年次テーマ

577 81 2018 7 8 日本におけるオイリュトミーについて（日本語に宿る民族精神の力） 上松恵津子 寄稿 音楽・朗唱

578 81 2018 7 10

死者への祈り3.11の集い（2018年3月11日、オイリュトミーハウス）より　

3.11の経験とトラウマケアについて 阿部 智明 講演抄録

579 81 2018 7 12 『アントロポゾフィーと乳幼児教育』 山本 一女 寄稿 教育

580 82 2018 9 1 近代における精神-認識の見かけの消失 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

581 82 2018 9 3 真理と学問 ≪自由の哲学≫のための前奏（連載第6 回） ルドルフ・シュタイナー 石川 恒夫

582 82 2018 9 5

普遍アントロポゾフィー協会 年次モチーフ2018/19 

種子としての第二の定礎石-リズム ミシェル・テア・ホルスト 年次テーマ

583 82 2018 9 7

普遍アントロポゾフィー協会−邦域協会日本

 2018 年度 定例総会報告Ⅱ 2018 年度定例総会報告 理事会 総会

585 82 2018 9 9 2018年ドルナッハからの報告 上松 佑二 総会

586 82 2018 9 11 特別講演 「現代農業・食の問題とアントロポゾフィー協会の未来」 伊藤 英信 講演抄録 農学

587 82 2018 9 13 アントロポゾフィー医学のための医師会と関連団体の活動紹介 堀 雅明 インフォメーション医学

588 83 2018 11 1 意識魂の到来における歴史的振憾 ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

589 83 2018 11 3 真理と学問 ≪自由の哲学≫のための前奏（連載第7 回） ルドルフ・シュタイナー 石川 恒夫

590 83 2018 11 5

普遍アントロポゾフィー協会 年次モチーフ2018/2019

ミクロコスモスからマクロコスモスへの移行 アリアーネ・アイヒェンベルク 年次テーマ

591 83 2018 11 8 ルドルフ・シュタイナーの最終講義より 上松 佑二

592 83 2018 11 11 アンドリュー・ヴォルパートさんによるミヒャエル祭講演 報告 山際 勇起 祝祭（ミヒャエル祭） 講演報告

593 83 2018 11 13 永野裕子さん追悼―色彩と共に描く行為 と 精神の自己教育― 石川 恒夫 追悼 造形芸術

594 84 2019 1 1 自然から下-自然へ ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

595 84 2019 1 3 真理と学問 ≪自由の哲学≫のための前奏（連載第8 回） ルドルフ・シュタイナー 石川 恒夫

596 84 2019 1 7 今、オイリュトミーについて考える 上松恵津子 寄稿 音楽・朗唱

597 84 2019 1 11

「アントロポゾフィーと日本の教育」

オープンハウス2018冬「アントロポゾフィーとシュタイナー教育」より 山際 勇起 講座報告 教育

598 84 2019 1 13 『ゲーテアヌム・ガイド』日本語版のスイスでの出版のために 石川 恒夫 インフォメーション

599 85 2019 3 1 アントロポゾフィーの主旨(1) アントロポゾフィーの認識の道−ミヒャエルの秘蹟ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

600 85 2019 3 3 真理と学問 ≪自由の哲学≫のための前奏（連載第9 回） ルドルフ・シュタイナー 石川 恒夫

601 85 2019 3 7 2019 年新年祭講演会 「日本古代の生命体と彫刻」 金子 啓明 講演抄録 造形芸術 美文学

602 85 2019 3 10 2018年8月１日〜5日 上松佑二氏講演 建築史「そして建築が人間となる」を受講して越 睦美 講座報告 造形芸術

603 85 2019 3 12 芸術講座 「ゲーテアヌムから学ぶこと（第二期）」を受講して 山際 勇起 講座報告 造形芸術

604 86 2019 5 1 アントロポゾフィーの主旨（2） ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

605 86 2019 5 4 真理と学問 ≪自由の哲学≫のための前奏（連載第10 回） ルドルフ・シュタイナー 石川 恒夫

606 86 2019 5 7 年次モチーフ2018/19 宇宙の言葉におけるヒエラルヒアの声 ミヒャエル・デーブス 年次テーマ

607 86 2019 5 11 書籍紹介『日本精神史―高きより高きへ』 山際 勇起 書籍紹介

608 86 2019 5 12 追悼 ゲオルグ・グレックラー 石川 恒夫 追悼 数学・天文学

609 87 2019 7 1 アントロポゾフィーの主旨(3) ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

610 87 2019 7 2 真理と学問 ≪自由の哲学≫のための前奏(連載第11回) ルドルフ・シュタイナー 石川 恒夫
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611 87 2019 7 6 瞑想的な時間の経験 定礎石の瞑想第二節の深化のために クリスティアーネ・ハイト コンスタンツア・カリクス上松 佑二 年次テーマ

612 87 2019 7 6 普遍アントロポゾフィー協会 2019/20年年次衝動 未来の体験:日の出 ヴォルフガング・トマシッツ ジャープ・シモンズ上松 佑二 年次テーマ

613 87 2019 7 9 普遍アントロポゾフィー協会−邦域協会日本 2019年度総会・ドルナッハからの報告上松 佑二 総会

614 87 2019 7 11 シュタイナーとともに40年 後藤 京子 寄稿

615 88 2019 9 1 真理と学問 ≪自由の哲学≫のための前奏(連載第12回) ルドルフ・シュタイナー 石川 恒夫

616 88 2019 9 4 普遍アントロポゾフィー協会−邦域協会日本 2019年度 定例総会報告II   基調講演　2019年年次テーマ上松 佑二

617 88 2019 9 8 2019総会にて、日本に於けるオイリュトミー関係の事柄 上松 恵津子

618 88 2019 9 9 特別講演　シュタイナー学校の9年生の文学のエポック  ゲーテ・シラーのバイオグラフィー鳥山 雅代 講演抄録 教育

619 88 2019 9 12 「オイリュトミーハウスの鳥山雅代さんのお話」 中川 登三男 講座報告

620 89 2019 11 1 アントロポゾフィーの主旨(4) ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

621 89 2019 11 3
普遍アントロポゾフィー協会−邦域協会日本 2019年度 定例総会報告III  

2019 年度定例総会報告 2018 年度会計報告&2019 年度予算
総会

622 89 2019 11 5 「場をつくる、場が生まれる」―スイスでのオイリュトミー講習会体験から― 吉野 一恵 講座報告 音楽・朗唱

623 89 2019 11 8 ビンゲンハイムの子らと〈1〉 後藤 京子 寄稿 教育

624 89 2019 11 11 日本におけるアントロポゾフィー運動の課題 上松 佑二 協会

625 89 2019 11 13 「協会の統一」に関する一連の動きについて 理事会・運営会 インフォメーション

626 90 2020 1 1 アントロポゾフィーの主旨(5) ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

627 90 2020 1 3 人類の典型―ルドルフ・シュタイナーの彫刻芸術― ≪芸術講座≫から 石川 恒夫 講演抄録 造形芸術

628 90 2020 1 5 対談:上松佑二・金子啓明「死について」の問題提起 金子 啓明 講演抄録 社会科学

629 90 2020 1 8 キリストの誕生祭の時期に寄せて 松永 晶子 追悼 教育 クルストフ・グラーフ氏 への追悼

630 90 2020 1 9 ビンゲンハイムの子らと〈2〉 後藤 京子 寄稿 教育

631 90 2020 1 11 ソフィア・ファームの現状と協会会員の皆さんへのメッセージ キャンベルこのみ インフォメーション農学

632 91 2020 3 1 アントロポゾフィーの主旨(6) ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

633 91 2020 3 4 2020年新年祭講演「古代美術の光と闇」 金子 啓明 講演抄録 造形芸術 美文学

634 91 2020 3 7 特定非営利活動法人 おひさまの丘宮城シュタイナー学園から 福島 玲子・福島 和明 報告 教育

635 91 2020 3 9 ビンゲンハイムの子らと〈3〉 後藤 京子 寄稿 教育

636 91 2020 3 12
バロックフルーティスト、オイリュトミスト:

クリストーフ グラーフ先生の思い出
北川 雅子 追悼 音楽・朗唱

637 92 2020 4 1 協会会員の皆様へ 運営会・理事会 臨時増刊

638 92 2020 4 4 コロナウイルス ゲオルグ・ソルトナー 上松 佑二 下坂美紀 臨時増刊

639 92 2020 4 7 コロナ・パンデミック マティアス・ギルケ ゲオルク・ソルトナー石川恒夫 医学 臨時増刊

640 92 2020 4 13 三つのメディテーション ルドルフ・シュタイナー 石川恒夫 医学 臨時増刊

641 93 2020 5 1 アントロポゾフィーの主旨(7) ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

642 93 2020 5 4 100年前のルドルフ・シュタイナーの復活祭講演 石川 恒夫 祝祭（復活祭）

643 93 2020 5 5 復活祭講演 1920 年 4 月 3 日(聖土曜日)―警告の祝祭 ルドルフ・シュタイナー 石川 恒夫 祝祭（復活祭）

644 93 2020 5 12 ビンゲンハイムの子らと〈4〉 後藤 京子 寄稿 教育

645 94 2020 6 1 協会会員の皆様へ 運営会・理事会 臨時増刊

646 94 2020 6 3 地球の秘蹟 ペーター・セルク 上松 佑二 臨時増刊

647 94 2020 6 8 現在の出来事は私たちに何を問うているのだろうか―希望― 下坂 美紀 講演抄録 臨時増刊

648 94 2020 6 11 現在の危機的状況をどう捉えるか 山際 勇起 講演抄録 臨時増刊
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649 94 2020 6 13 聖霊降臨祭 上松佑二 祝祭（聖霊降臨祭）

650 95 2020 7 1 アントロポゾフィーの主旨(8) ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

651 95 2020 7 3 『真理と学問』 補遺(連載第13回) ルドルフ・シュタイナー 石川 恒夫

652 95 2020 7 7 普遍アントロポゾフィー協会 年次モチーフ2020/21  ≪精神の直観を行え≫(第一部)クリスティアーネ・ハイト 年次テーマ

653 95 2020 7 9 三つの言葉(クリストフ・グラーフ追悼)1946.3.18―2019.11.30(1) 上松 恵津子 追悼 音楽・朗唱

654 95 2020 7 12 2020年ヨハネ祭講演　2020年・ヨハネ祭の季節に 山際 勇起 祝祭（ヨハネ祭）

655 96 2020 9 1 アントロポゾフィーの主旨(9) ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

656 96 2020 9 4 普遍アントロポゾフィー協会 年次モチーフ2020/21  ≪精神の直観を行え≫(第二部)クリスティアーネ・ハイト 年次テーマ

657 96 2020 9 6 「間(ま)」を通して世界とつながる―感覚を取り戻すために 石川 恒夫

658 96 2020 9 7 三つの言葉(クリストフ・グラーフ追悼)1946.3.18―2019.11.30(2) 上松 恵津子 追悼 音楽・朗唱

659 96 2020 9 10 ビンゲンハイムの子らと〈5〉 後藤 京子 寄稿 教育

660 97 2020 11 1 会員の皆様へ 理事会・運営会

661 97 2020 11 2 アントロポゾフィーの主旨(10) ルドルフ・シュタイナー 上松 佑二

662 97 2020 11 5 普遍アントロポゾフィー協会−邦域協会日本 2020年度 定例総会報告  2020 年度定例総会報告 総会

663 97 2020 11 6 2019 年度会計報告&2020 年度予算 総会

664 97 2020 11 7 総会・ミヒャエル祭の報告 小林 曜 総会報告 祝祭（ミカエル祭）

665 97 2020 11 9 ミカエルの時代 下坂 美紀 講演抄録

666 97 2020 11 12 ビンゲンハイムの子らと〈6〉 後藤 京子 報告 教育

667 98 2021 1 1 ルドルフ・シュタイナーによる講演『キリストと人間の魂』(GA155)(連載 2) 安部由美子

668 98 2021 1 4 ドルナッハからの報告 上松 佑二 総会報告

669 98 2021 1 6 『テオゾフィー』と現在の状況 (基礎講座に寄せて) 山際 勇起 講座報告

670 98 2021 1 8 クリストフ・グラーフ追悼後記 上松 恵津子 追悼 音楽・朗唱

671 98 2021 1 11 ビンゲンハイムの子らと〈7〉 後藤 京子 寄稿 教育

671 99 2021 3 1 ルドルフ・シュタイナーによる講演『キリストと人間の魂』(GA155)(連載 1) ルドルフ・シュタイナー 安部由美子

673 99 2021 3 4 まどか園の実践から 幸治 珠代 報告 教育

674 99 2021 3 6  生命の源と結ばれ子供を健全に育てる幼児オイリュトミー 吉越 明美 報告 教育

675 99 2021 3 7 ビンゲンハイムの子らと〈8〉 後藤 京子 寄稿 教育

676 99 2021 3 12
〈協会活動報告〉クリスマス祭報告  

〈会員の声〉 〈ゲーテアヌムより:年次総会への招待〉
祝祭（クリスマス祭） 会員の声 インフォメーション

677 100 2021 5 1 「アントロポゾフィア」100号を迎えて 石川 恒夫

678 100 2021 5 2 アントロポゾフィー‐1910 年の断章(連載 1) ルドルフ・シュタイナー 石川 恒夫

679 100 2021 5 4 クリストフ・グラーフ追悼後記(最終) 上松 恵津子 追悼 音楽・朗唱

680 100 2021 5 8 3.11から10年を経て思っていること 福島 和明 寄稿

681 100 2021 5 10 未来シュタイナースクール森の学校の活動 伊藤 英信 報告 教育

682 100 2021 5 11 〈協会活動報告〉基礎講座「普遍人間学」特別講座「彫塑―呼吸する骨」 〈協会活動報告〉復活祭―警告の祝祭としての―(4 月 4 日実施)の報告山際 勇起 小林 曜 講座報告 祝祭（復活祭）

683 100 2021 5 12 ビンゲンハイムの子らと〈9〉 後藤 京子 寄稿 教育

15


